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4) トレーニングの頻度は 一週あたり 3回とした。
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に精査することが重要 14)である。
まとめ
脳性まひによる軽度下肢不自由者に対して 1年8ヶ月
にわたって左右両股関節の CYBEX770によるアイソキ
ネティック・トレーニングと日常生活時のフリーウエイ
トによる筋力トレーニングを行なった。その間，被験者
はトレーニングにともなう痛みや過度の疲労を訴えるこ
とはなく， トレーニング内容を精査することで，比較的
長期間であってもトレーニングの継続が可能になること
が示唆された。結果として不安定な要素はまだ残るが，
さらにトレーニングを継続することで「維持的訓練」の
意味合いを含み，不安定要素の解消が期待される。今後
の問題点としては トレーニングの長期化によって起こ
る経時的変化の停滞が憂慮されるところではあるが，本
研究ではあくまでもトレーニングの「長期継続」に主眼
をおきたい。 トレーニングする側の障害者の体調等を常
に考慮しながらトレーニング内容を精査することがト
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